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1.  21年3月期の業績（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 

 

(2) 財政状態 

 

(3) キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期 8,539 △0.7 2,086 △4.5 2,154 16.3 1,379 25.5
20年3月期 8,599 10.9 2,186 36.9 1,853 12.0 1,098 14.1

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利

益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

21年3月期 117.72 ― 8.4 10.9 24.4
20年3月期 93.94 ― 6.8 9.2 25.4

（参考） 持分法投資損益 21年3月期  ―百万円 20年3月期  ―百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期 19,893 16,560 83.2 1,386.27
20年3月期 19,496 15,942 81.7 1,362.92

（参考） 自己資本   21年3月期  16,560百万円 20年3月期  15,942百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

21年3月期 2,188 △726 △315 5,525
20年3月期 820 △848 △627 4,379

2.  配当の状況 

（注）21年3月期期末配当金の内訳  普通配当 34円  特別配当 4円 

1株当たり配当金 配当金総額
（年間）

配当性向
純資産配当

率（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

20年3月期 ― 17.50 ― 34.50 52.00 608 55.4 3.8
21年3月期 ― 26.00 ― 38.00 64.00 758 54.4 4.7

22年3月期 
（予想）

― 30.00 ― 30.00 60.00 63.9

3.  22年3月期の業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期累計期間は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
累計期間

4,265 △3.3 1,080 △4.2 1,120 △3.6 650 △11.2 55.47

通期 8,400 △1.6 1,790 △14.2 1,870 △13.2 1,100 △20.3 93.88
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4.  その他 

(1) 重要な会計方針の変更 

（注） 詳細は、16ページ 「（7）重要な会計方針の変更」をご覧ください。 

(2) 発行済株式数（普通株式） 

（注） 1株当たり当期純利益の算定の基礎となる株式数については、22ページ 「1株当たり情報」をご覧ください。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期 12,154,000株 20年3月期 12,154,000株

② 期末自己株式数 21年3月期 207,951株 20年3月期 456,472株
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（当期の経営成績） 

当期のわが国経済は、米国に端を発した世界的金融危機が浸透しはじめ、景気の後退が本格化す

るとともに急激な株価下落や円高による企業収益の悪化が急速に広がり、前期に比べて大幅な減益

や赤字に転ずる企業が続出するなど、バブル崩壊以来の厳しい状況のうちに推移致しました。  

 医薬品業界におきましては、昨年4月に5.2％の薬価引き下げが行われるとともに、ジェネリック

医薬品の使用促進など医療費抑制策の基調が続き、またOTC医薬品(一般用医薬品)市場におきまして

も、景気後退による個人消費低迷の影響を受けるなど、一段と向かい風が強まる中で経過致しまし

た。  

 このような状況のもと、当社乳酸菌の優秀性を地道に啓蒙し、販売の増加をはかるため、製品特

性を活かしたプロモーション活動を実施致しましたが、医療用医薬品の市場構築は一層進みました

ものの、景気悪化の煽りを受け、新ビオフェルミンＳが前期に比べ3.6％の減少となるなど、大衆向

製品は苦戦を強いられました。  

 その結果、製品構成は新ビオフェルミンＳをはじめとして、ビオフェルミン止瀉薬、ビオフェル

ミン下痢止め、ビオフェルミン健胃消化薬錠、ビオフェルミンＶＣ、さらには、昨年3月に新発売致

しました11歳からのめる便秘薬ビオフェルミン便秘薬などの所謂大衆向製品が61.4％、新発売以降

順調に売上げを伸ばし、前期の28.1％増となったビオフェルミン錠剤をはじめ、ビオフェルミン、

ビオフェルミンＲなどの医療用製品が35.8％、そのほか、健康食品製造用の乳酸菌製品や動物用ビ

オフェルミンなどがあります。 

 これら全体の売上高合計は、特殊需要のあった前期実績には及ばなかったものの、0.7％減の85億

3千9百万円となり、当初予測しておりました83億円をクリアすることができました。  

 利益につきましては、原材料費の高騰や一昨年秋に完成した研究管理棟の減価償却費などの諸経

費が増加致しましたが、従来にも増して経費節減に努めました結果、経常利益は16.3％増の21億5千

4百万円、純利益は金融商品取引法の規定に基づく特別利益の計上もあり、結果として25.5％(2億8

千万円)増の13億7千9百万円をあげることができました。  

  

（次期の見通し） 

次期の業績の見通しについては次の通りであります。 

 

 
  

当事業年度末における流動資産の残高は、107億９千４百万円(前年同期比10億６千４百万円増)とな
りました。その主な要因は、売掛金の回収や売出しによる自己株式の処分等に伴う現金及び預金の増
加(52億７千９百万円から66億２千５百万円へ13億４千６百万円の増)があったこと等によるものであ
ります。  

  

当事業年度末における固定資産の残高は、90億９千８百万円(前年同期比６億６千７百万円減)とな
りました。その主な要因は、有形固定資産の取得による増加(73億７千１百万円から74億５千３百万円
へ８千１百万円増)や当社保有株式の時価が減少(23億７千１百万円から16億１千７百万円へ７億５千
３百万円減)したこと等によるものであります。  

  

1. 経営成績

(1) 経営成績に関する分析

予想金額 対前年

売  上  高 8,400 百万円 139 百万円（ 1.6％）減少

営 業 利 益 1,790 百万円 296 百万円（14.2％）減少

経 常 利 益 1,870 百万円 284 百万円（13.2％）減少

当 期 純 利 益 1,100 百万円 279 百万円（20.3％）減少

(2) 財政状態に関する分析

①資産、負債および純資産の状況

(流動資産)

(固定資産)
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当事業年度末における負債合計の残高は、33億３千２百万円(前年同期比２億２千万円減)となりま
した。その主な要因は、未払法人税等の増加(４億５千１百万円から５億５千５百万円へ１億４百万円
増)があったものの、その他有価証券の評価差額に係る繰延税金負債の減少等により繰延税金負債が減
少したこと(12億２千１百万円から９億９百万円へ３億１千１百万円減)等によるものであります。  
  

当事業年度末における純資産の残高は、165億６千万円(前年同期比６億１千７百万円増)となりまし
た。その主な要因は、別途積立金の積み増しによる増加(５億円)や売出しによる自己株式の処分によ
り自己株式の簿価が減少(６億８千５百万円から３億１千２百万円へ３億７千２百万円減)したこと、
その他有価証券の評価差額金が減少したこと(10億７千５百万円から６億３千万円へ４億４千４百万円
減)等によるものであります。  

  

当事業年度末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、有形固定資産の取得や株主配
当金の支払いによる支出が多かったものの、税引前当期純利益が22億３千５百万円(前事業年度は18億
８千万円)と好調であり、売上債権の回収による収入の増加や売出しによる自己株式の処分による収入
があったこと等により、11億４千６百万円増加し、当事業年度末は55億２千５百万円となりました。 

  

当事業年度における営業活動による資金の増加は、21億８千８百万円(前事業年度は８億２千万円
の増加)となりました。  
これは、営業収益の向上に取り組み、税引前当期純利益が22億３千５百万円と好調であり、売上

債権の回収による収入の増加があったものの、たな卸資産や法人税等の支払額の増加等があったこ
とによるものであります。  

  

当事業年度における投資活動による資金の減少は、７億２千６百万円(前事業年度は８億４千８百
万円の減少)となりました。  
これは、定期預金の預入による支出が21億円であったのに対し、定期預金の払戻による収入が19

億円であったこと、また、機械設備の導入等に着手したこと等による投資に関連した有形固定資産
の取得によって５億１千８百万円の支出(前事業年度は13億８千９百万円の支出)があったことを反
映したものであります。 

  

当事業年度における財務活動による資金の減少は３億１千５百万円(前事業年度は６億２千７百万
円の減少)となりました。  
これは、株主総会決議による配当金並びに中間配当金の支払が７億６百万円あったものの、売出

しによる自己株式の処分等による自己株式の売却による収入が３億９千４百万円あったことによる
ものであります。  

  

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移 

 
(注）自己資本比率：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 
キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー 
インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い 

  

※株式時価総額は、自己株式を除く発行済株式数をベースにして、期末株価終値×期末発行済株式数により算出して

 おります。 

※当社には有利子負債がありませんので、「キャッシュ・フロー対有利子負債比率」および「インタレスト・カバレ

 ッジ・レシオ」については記載しておりません。 

  

(負債)

(純資産)

②キャッシュ・フローの状況

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

平成17年
３月期

平成18年
３月期

平成19年
３月期

平成20年 
３月期

平成21年
３月期

自己資本比率            (％) 81.1 79.2 78.3 81.7 83.2

時価ベースの自己資本比率      (％) 103.5 117.9 175.3 153.3 101.5

キャッシュ・フロー対有利子負債比率 (％) ─ ─ ─ ─ ─

インタレスト・カバレッジ・レシオ  (倍) ─ ─ ─ ─ ─
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当社は、剰余金の配当等を行う決定機関を取締役会とする旨を定款に定めており、剰余金の配当等

については取締役会で決議することとしております。  

 当社の剰余金の配当につきましては、安定的に配当することを基本姿勢とし、配当性向55％をめど

として、各期の業績を勘案したうえで決定致します。  

 当期におきましては、1株当たり普通配当金34円に特別配当4円を加えまして、あわせて1株当たり

38円の配当とすることを平成21年5月14日開催の取締役会で決議しております。  

 なお、当社は、平成20年12月10日を効力発生日として1株当たり26円の中間配当を実施しておりま

すので、当期における配当額は1株当たり64円、配当性向は54.4％となります。  

 また、内部留保金につきましては、企業体質を強化し、将来の収益向上と利益還元に寄与する原資

として活用していく予定であります。  

  

  

 最近の有価証券報告書（平成20年6月26日提出）における「事業系統図」（事業の内容）及び「関係会

社の状況」から重要な変更がないため、開示を省略します。 

  

  

 当社は、「乳酸菌のくすりでおなかの健康を守り、人々が健やかな高齢社会を形成するために役立

つこと」を創業以来の理念とし、乳酸菌製剤のリーディングカンパニーとして、グローバル化に対応し

た積極的な市場展開をはかり、経営管理体制を充実してまいります。  

  

 今後の日本経済は、当分の間不況が拡大し、これまで経験したことのない状況で推移するものと思

われます。  

 医薬品業界は、少子高齢化に伴う社会保障財源の悪化が深刻化する中で、将来にわたって医療費抑制

策が継続的に強化されることは避けられず、また、景気減速感とあいまっての受診率の低下など、引き

続き難しい局面が予想されます。  

 当社を取り巻く経営環境につきましては、本年6月から実施されるOTC医薬品の販売制度全般の見直し

など、大きな変革期を迎えますが、販路の拡大は望めず、小売り業界の価格競争の激化による値崩れな

ど不確定な要素が多く、また、減価償却並びに原材料をはじめとする諸材料の価格上昇による製造コス

トの増加など、販売・利益面に大きな影響が懸念されます。  

 このような先行き不透明な状況が想定されますが、当社と致しましては一層の合理化を推進し、経営

体質の強化と経営の効率化に努めるとともに、消費者の安全に対する意識が高まる昨今、生命関連企業

としての責任を深く自覚し、法令やルールの遵守、高い倫理観に基づく行動はもちろん、品質保証体制

を一段と強化し、経営全般にわたり改革を推しすすめる所存でございます。  

 また、新たに稼働致しております神戸研究所において新規需要の創造と付加価値の創出をめざし、当

社の特長である乳酸菌を中心に「腸は健康の源」を基本理念としたセルフメディケーション(自己治療)

やセルフプリベンション(自己予防)に対応する製品のほか、多方面への有用性を解明するなかで、新た

な分野の製品も視野に含め、研究開発に注力致す所存でございます。  

 さらには、生産の合理化・省力化並びに品質向上をはかるため、引き続き工場設備の改造を実施致し

てまいります。  

 一方、各製品の優位性を従前にもまして訴求することで、これまで培ってまいりましたビオフェルミ

ンブランドを継続的に高め、人々の健康増進に寄与するという目的に沿った市場構築を着実に進め、売

上げの拡大をはかってまいります。  

 なお、ご高承のとおり、当社は昨年3月19日付をもって大正製薬株式会社の連結子会社となりました

が、当社は従来通り武田薬品工業株式会社との販売体制での継続的な取引関係に配慮しつつ、新たな協

力関係を通じてシナジー効果を高め、中長期的な観点からより一層の企業価値の増大に努める所存でご

ざいます。  

(3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

2. 企業集団の状況

3. 経営方針

(1) 会社の経営の基本方針

(2) 会社の対処すべき課題
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4. 財務諸表

(1)【貸借対照表】 

(単位：千円) 

前事業年度
(平成20年３月31日)

当事業年度
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,279,310 6,625,788

売掛金 3,965,705 3,623,420

製品 114,123 177,467

原材料 64,720 －

仕掛品 55,463 94,220

貯蔵品 28,370 －

原材料及び貯蔵品 － 78,328

繰延税金資産 135,892 187,388

その他 86,096 7,828

流動資産合計 9,729,683 10,794,440

固定資産

有形固定資産

建物 5,483,460 5,484,837

減価償却累計額 △2,216,877 △2,513,128

建物（純額） 3,266,582 2,971,709

構築物 242,081 242,081

減価償却累計額 △104,705 △127,353

構築物（純額） 137,375 114,727

機械及び装置 4,154,523 4,273,208

減価償却累計額 △3,592,821 △3,669,654

機械及び装置（純額） 561,701 603,554

車両運搬具 5,710 5,710

減価償却累計額 △4,214 △5,085

車両運搬具（純額） 1,495 624

工具、器具及び備品 433,302 459,898

減価償却累計額 △321,533 △360,377

工具、器具及び備品（純額） 111,768 99,520

土地 3,253,750 3,253,750

建設仮勘定 39,220 409,638

有形固定資産合計 7,371,894 7,453,525

無形固定資産

特許権 1,539 1,143

商標権 5,954 4,549

ソフトウエア 1,513 8,414

その他 911 614

無形固定資産合計 9,919 14,721

投資その他の資産

投資有価証券 2,371,786 1,617,907

敷金 9,188 9,258

会員権 1,800 1,800

従業員に対する長期貸付金 1,980 1,780

その他 833 694

貸倒引当金 △694 △694

投資その他の資産合計 2,384,893 1,630,745

固定資産合計 9,766,707 9,098,992

資産合計 19,496,390 19,893,433

ビオフェルミン製薬株式会社（4517） 
平成21年3月期　決算短信(非連結）
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(単位：千円) 

前事業年度
(平成20年３月31日)

当事業年度
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 46,552 41,576

未払金 1,057,182 1,037,635

未払法人税等 451,375 555,655

預り金 11,322 9,812

返品調整引当金 12,000 9,200

販売促進引当金 68,000 69,000

賞与引当金 176,890 178,712

役員賞与引当金 60,000 70,000

流動負債合計 1,883,323 1,971,592

固定負債

繰延税金負債 1,221,018 909,331

退職給付引当金 220,610 224,399

役員退職慰労引当金 228,605 227,608

固定負債合計 1,670,233 1,361,339

負債合計 3,553,557 3,332,932

純資産の部

株主資本

資本金 1,227,000 1,227,000

資本剰余金

資本準備金 734,457 734,457

その他資本剰余金 352 18,149

資本剰余金合計 734,810 752,607

利益剰余金

利益準備金 126,750 126,750

その他利益剰余金

固定資産圧縮積立金 1,054,171 1,052,145

別途積立金 10,992,500 11,492,500

繰越利益剰余金 1,417,789 1,591,508

利益剰余金合計 13,591,210 14,262,903

自己株式 △685,739 △312,774

株主資本合計 14,867,281 15,929,737

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 1,075,551 630,763

評価・換算差額等合計 1,075,551 630,763

純資産合計 15,942,833 16,560,500

負債純資産合計 19,496,390 19,893,433

ビオフェルミン製薬株式会社（4517） 
平成21年3月期　決算短信(非連結）
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(2)【損益計算書】 

(単位：千円) 

前事業年度
(自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日)

当事業年度
(自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日)

売上高 8,599,980 8,539,113

売上原価

製品期首たな卸高 155,782 114,123

当期製品製造原価 ※2 2,368,710 ※2 2,592,101

合計 2,524,493 2,706,225

他勘定振替高 ※1 8,048 ※1 3,158

製品期末たな卸高 114,123 177,467

売上原価合計 2,402,321 2,525,599

売上総利益 6,197,659 6,013,513

返品調整引当金繰入額 300 －

返品調整引当金戻入額 － 2,800

差引売上総利益 6,197,359 6,016,313

販売費及び一般管理費

販売促進費 245,888 257,170

販売促進引当金繰入額 68,000 69,000

発送費 32,536 54,815

広告宣伝費 2,680,996 2,450,033

役員報酬 95,160 115,830

給料及び手当 266,528 283,570

賞与引当金繰入額 66,807 67,716

役員賞与引当金繰入額 60,000 70,000

退職給付費用 11,733 8,885

役員退職慰労引当金繰入額 12,165 16,810

福利厚生費 48,379 50,123

事務費 58,169 70,520

減価償却費 21,162 24,608

研究開発費 ※2 234,103 ※2 291,622

事業所税 1,522 1,537

その他 107,948 97,076

販売費及び一般管理費合計 4,011,103 3,929,319

営業利益 2,186,255 2,086,993

営業外収益

受取利息 8,048 9,324

有価証券利息 405 －

受取配当金 59,453 66,612

還付加算金 － 1,690

受取賃貸料 5,451 5,087

雑収入 7,449 4,094

営業外収益合計 80,808 86,809

ビオフェルミン製薬株式会社（4517） 
平成21年3月期　決算短信(非連結）
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(単位：千円) 

前事業年度
(自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日)

当事業年度
(自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日)

営業外費用

寄付金 7,969 2,355

たな卸資産廃棄損 1,416 3,282

固定資産除却損 19,026 6,122

業務委託費 364,064 －

支払手数料 － 5,664

試験機器移設費用 17,680 －

雑損失 3,201 1,412

営業外費用合計 413,357 18,837

経常利益 1,853,706 2,154,965

特別利益

投資有価証券売却益 26,339 －

主要株主株式短期売買利益返還益 － ※3 80,316

特別利益合計 26,339 80,316

税引前当期純利益 1,880,046 2,235,281

法人税、住民税及び事業税 770,000 910,000

法人税等調整額 11,162 △54,092

法人税等合計 781,162 855,907

当期純利益 1,098,883 1,379,374

ビオフェルミン製薬株式会社（4517） 
平成21年3月期　決算短信(非連結）
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【製造原価明細書】

前事業年度
(自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日)

当事業年度
(自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日)

区分
注記 
番号

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

Ⅰ 原材料費 933,619 39.7 1,031,234 39.1

Ⅱ 労務費 509,000 21.6 543,394 20.6

Ⅲ 経費

 １ 減価償却費 383,210 383,275

 ２ その他 521,466 904,676 38.5 672,954 1,056,229 40.1

   当期総製造費用 2,347,296 100 2,630,858 100

   期首仕掛品棚卸高 76,877 55,463

    合計 2,424,174 2,686,322

   期末仕掛品棚卸高 55,463 94,220

   当期製品製造原価 2,368,710 2,592,101

(注) 前事業年度 当事業年度

１ 原価計算の方法：総合原価計算であります。 １ 原価計算の方法：同左

２ 原価に算入した引当金は、賞与引当金89,685千

円、退職給付引当金15,071千円であります。

２ 原価に算入した引当金は、賞与引当金93,578千

円、退職給付引当金11,866千円であります。

ビオフェルミン製薬株式会社（4517） 
平成21年3月期　決算短信(非連結）
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(3)【株主資本等変動計算書】 

(単位：千円) 

前事業年度
(自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日)

当事業年度
(自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日)

株主資本

資本金

前期末残高 1,227,000 1,227,000

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 1,227,000 1,227,000

資本剰余金

資本準備金

前期末残高 734,457 734,457

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 734,457 734,457

その他資本剰余金

前期末残高 168 352

当期変動額

自己株式の処分 184 17,797

当期変動額合計 184 17,797

当期末残高 352 18,149

資本剰余金合計

前期末残高 734,626 734,810

当期変動額

自己株式の処分 184 17,797

当期変動額合計 184 17,797

当期末残高 734,810 752,607

利益剰余金

利益準備金

前期末残高 126,750 126,750

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 126,750 126,750

その他利益剰余金

固定資産圧縮積立金

前期末残高 1,056,291 1,054,171

当期変動額

固定資産圧縮積立金の取崩 △2,120 △2,025

当期変動額合計 △2,120 △2,025

当期末残高 1,054,171 1,052,145

別途積立金

前期末残高 10,592,500 10,992,500

当期変動額

別途積立金の積立 400,000 500,000

当期変動額合計 400,000 500,000

当期末残高 10,992,500 11,492,500

繰越利益剰余金

前期末残高 1,342,650 1,417,789

当期変動額

固定資産圧縮積立金の取崩 2,120 2,025

別途積立金の積立 △400,000 △500,000

剰余金の配当 △625,865 △707,681

当期純利益 1,098,883 1,379,374

当期変動額合計 75,138 173,718

当期末残高 1,417,789 1,591,508

ビオフェルミン製薬株式会社（4517） 
平成21年3月期　決算短信(非連結）
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(単位：千円) 

前事業年度
(自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日)

当事業年度
(自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日)

利益剰余金合計

前期末残高 13,118,192 13,591,210

当期変動額

固定資産圧縮積立金の取崩 － －

別途積立金の積立 － －

剰余金の配当 △625,865 △707,681

当期純利益 1,098,883 1,379,374

当期変動額合計 473,018 671,693

当期末残高 13,591,210 14,262,903

自己株式

前期末残高 △682,318 △685,739

当期変動額

自己株式の取得 △3,593 △3,367

自己株式の処分 172 376,333

当期変動額合計 △3,421 372,965

当期末残高 △685,739 △312,774

株主資本合計

前期末残高 14,397,500 14,867,281

当期変動額

剰余金の配当 △625,865 △707,681

当期純利益 1,098,883 1,379,374

自己株式の取得 △3,593 △3,367

自己株式の処分 356 394,130

当期変動額合計 469,780 1,062,456

当期末残高 14,867,281 15,929,737

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金

前期末残高 1,820,518 1,075,551

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △744,966 △444,788

当期変動額合計 △744,966 △444,788

当期末残高 1,075,551 630,763

評価・換算差額等合計

前期末残高 1,820,518 1,075,551

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △744,966 △444,788

当期変動額合計 △744,966 △444,788

当期末残高 1,075,551 630,763

純資産合計

前期末残高 16,218,019 15,942,833

当期変動額

剰余金の配当 △625,865 △707,681

当期純利益 1,098,883 1,379,374

自己株式の取得 △3,593 △3,367

自己株式の処分 356 394,130

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △744,966 △444,788

当期変動額合計 △275,185 617,667

当期末残高 15,942,833 16,560,500

ビオフェルミン製薬株式会社（4517） 
平成21年3月期　決算短信(非連結）
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(4)【キャッシュ・フロー計算書】 

(単位：千円) 

前事業年度
(自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日)

当事業年度
(自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期純利益 1,880,046 2,235,281

減価償却費 476,982 543,894

返品調整引当金の増減額（△は減少） 300 △2,800

賞与引当金の増減額（△は減少） 1,863 1,822

役員賞与引当金の増減額（△は減少） － 10,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） △447 3,789

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △4,256 △996

その他の引当金の増減額（△は減少） 6,000 1,000

受取利息及び受取配当金 △67,907 △75,937

受取賃貸料 △5,451 △5,087

固定資産除却損 19,026 6,122

売上債権の増減額（△は増加） △454,468 342,284

たな卸資産の増減額（△は増加） 54,120 △87,336

仕入債務の増減額（△は減少） 22,465 △4,975

未払金の増減額（△は減少） △421,478 △268,584

未払消費税等の増減額（△は減少） △39,907 138,854

その他 △40,680 95,058

小計 1,426,207 2,932,389

利息及び配当金の受取額 62,361 69,403

賃貸料の受取額 5,451 5,087

法人税等の支払額 △673,114 △818,186

営業活動によるキャッシュ・フロー 820,905 2,188,694

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △1,700,000 △2,100,000

定期預金の払戻による収入 1,700,000 1,900,000

有価証券の償還による収入 500,000 －

有形固定資産の取得による支出 △1,389,183 △518,075

無形固定資産の取得による支出 － △8,555

投資有価証券の売却による収入 42,645 －

その他 △1,881 258

投資活動によるキャッシュ・フロー △848,418 △726,372

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △3,593 △3,367

自己株式の売却による収入 356 394,130

配当金の支払額 △624,747 △706,607

財務活動によるキャッシュ・フロー △627,984 △315,844

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △655,497 1,146,477

現金及び現金同等物の期首残高 5,034,808 4,379,310

現金及び現金同等物の期末残高 ※1 4,379,310 ※1 5,525,788

ビオフェルミン製薬株式会社（4517） 
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該当事項はありません。 

  

(5) 継続企業の前提に関する注記

(6) 重要な会計方針

前事業年度
(自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日)

当事業年度
(自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日)

１ 有価証券の評価基準及び評価方法

   満期保有目的の債券

    償却原価法（定額法）

   その他有価証券

    ・時価のあるもの

      事業年度末日の市場価格等に基づく時価法

(評価差額は全部純資産直入法により処理

し、売却原価は移動平均法により算定)

１ 有価証券の評価基準及び評価方法

   ──────

   

   その他有価証券

    ・時価のあるもの

      同左

 

 

    ・時価のないもの 

      移動平均法による原価法

    ・時価のないもの 

      同左

２ たな卸資産の評価基準及び評価方法 

   製品・仕掛品…総平均法による原価法 

   原材料…移動平均法による原価法

 

  

 

２ たな卸資産の評価基準及び評価方法 

   製品・仕掛品…総平均法による原価法

(貸借対照表価額については収益

性の低下に基づく簿価切下げの方

法)

   原材料…移動平均法による原価法

 

 
 
  
 
  
 
  
 
 

(貸借対照表価額については収益性の低

下に基づく簿価切下げの方法)

（会計方針の変更） 
 当事業年度より、「棚卸資産の評価に関する会計基
準」(企業会計基準委員会 平成18年７月５日 企業会
計基準第９号)を適用し、棚卸資産の評価基準および評
価方法を変更しております。  
 なお、これに伴う当事業年度における営業利益、経常
利益及び税引前当期純利益に与える影響はありません。
 

 

３ 固定資産の減価償却の方法

   有形固定資産…定率法

ただし、平成10年４月１日以降に
取得した建物(建物附属設備を除
く)については、定額法によって
おります。
なお、主な耐用年数は以下の通り
であります。

建物および構築物 ３～50年

機械装置   ７年

工具器具備品 ２～20年  

３ 固定資産の減価償却の方法

  有形固定資産…定率法
ただし、平成10年４月１日以降に
取得した建物(建物附属設備を除
く)については、定額法によって
おります。
なお、主な耐用年数は以下の通り
であります。

建物および構築物 ３～50年

機械装置   ８年

工具器具備品 ２～20年

 (会計方針の変更) 
 法人税法の改正((所得税法等の一部を改正する法律
平成19年３月30日 法律第６号)および(法人税法施行令
の一部を改正する政令 平成19年３月30日 政令第83
号))に伴い、当事業年度から、平成19年４月１日以降に
取得したものについては、改正後の法人税法に基づく方
法に変更しております。 
 なお、これに伴い、営業利益、経常利益、税引前当期
純利益がそれぞれ23,345千円減少しております。
 
 (追加情報)  
 法人税法の改正に伴い、当事業年度から、平成19年３
月31日以前に取得したものについては、改正前の法人税
法に基づく減価償却の方法の適用により取得価額の５％
に到達した期間の翌事業年度より、取得価額の５％相当
額と備忘価額との差額を５年間にわたり均等償却し、減
価償却費に含めて計上しております。  
 なお、これに伴う、営業利益、経常利益、税引前当期
純利益に与える影響額は軽微であります。

ビオフェルミン製薬株式会社（4517） 
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前事業年度
(自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日)

当事業年度
(自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日)

   無形固定資産…定額法

ただし、ソフトウェア(自社利用

分)については、社内における利

用可能期間(５年)に基づく定額

法。

──────

 
  
 

４ 引当金の計上基準

 (1) 貸倒引当金

    一般債権

    債権の貸倒れによる損失に備えるため、貸倒実

績率法により計上しております。

   無形固定資産…同左

ただし、ソフトウエア(自社利用

分)については、社内における利

用可能期間(５年)に基づく定額

法。

４ 繰延資産の処理方法

株式交付費
 支出時に全額費用として処理しております。 
 

５ 引当金の計上基準

 (1) 貸倒引当金

    一般債権

     同左 

 

    破産更生債権等

    個別に回収可能性を評価し、回収不能見込額を

計上しております。

    破産更生債権等

     同左 

 

 (2) 返品調整引当金

    返品による損失に備えるため、法人税法の規定

に基づく限度相当額を計上しております。

 (2) 返品調整引当金

     同左 

 

 (3) 販売促進引当金

    販売した製品について実施した販売奨励策に伴

う販売促進費の支出に備えるため、小売店への

納入額に対し過去の支払実績率を乗じた額を計

上しております。

 (3) 販売促進引当金

     同左

 (4) 賞与引当金

    従業員に対する賞与の支給にあてるためのもの

であり、支給見込額基準により計上しておりま

す。

 (4) 賞与引当金

     同左

 (5) 役員賞与引当金

    役員に対する賞与の支給にあてるためのもので

あり、支給見込額に基づき、当事業年度負担額

を計上しております。

 (5) 役員賞与引当金

     同左

 (6) 退職給付引当金

    従業員の退職給付に備えるため、当期末におけ

る退職給付債務に基づき計上しております。

 (6) 退職給付引当金

     同左

 (7) 役員退職慰労引当金

    役員退職慰労金の支出に備えるため、内規に基

づく期末要支給額を計上しております。

 (7) 役員退職慰労引当金

     同左

５ キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

  キャッシュ・フロー計算書における資金(現金及び

現金同等物)は、手許現金・随時引出し可能な預金

からなっております。

６ キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

     同左

６ その他財務諸表作成のための重要な事項

   消費税等の会計処理

    消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式

によっております。

７ その他財務諸表作成のための重要な事項

   消費税等の会計処理

     同左

ビオフェルミン製薬株式会社（4517） 
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前事業年度（自 平成19年４月１日 至 平成20年３月31日） 

１ 発行済株式に関する事項 

   
  
２ 自己株式に関する事項 

   
（変動事由の概要） 
 増加数の主な内訳は、次の通りであります。 
  単元未満株式の買取による増加      1,133株 

  
 減少数の主な内訳は、次の通りであります。 
  単元未満株式の買増請求による減少     115株 

  

(7) 重要な会計方針の変更

【会計方針の変更】

前事業年度
(自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日)

当事業年度
(自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日)

――― （リース取引に関する会計基準等） 

当事業年度より、平成19年3月30日改正の「リース取引

に関する会計基準」(企業会計基準委員会 企業会計基

準第13号)及び「リース取引に関する会計基準の適用指

針」(企業会計基準委員会 企業会計基準適用指針第16

号)を適用しております。  

 なお、これに伴う当事業年度における営業利益、経常

利益及び税引前当期純利益に与える影響はありません。 

(8) 財務諸表に関する注記事項

(貸借対照表関係)

前事業年度 
(平成20年３月31日)

当事業年度 
(平成21年３月31日)

――― ―――

(損益計算書関係)

前事業年度
(自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日)

当事業年度
(自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日)

 

※１ 他勘定振替高の内容は、次のとおりであります。

販売費及び一般管理費(販売促進費) 6,103千円

営業外費用(仕掛品廃棄損) 1,308千円

研究開発費 636千円

合計 8,048千円  

※１ 他勘定振替高の内容は、次のとおりであります。

販売費及び一般管理費(販売促進費) 2,945千円

営業外費用(仕掛品廃棄損) 212千円

合計 3,158千円

 

※２ 一般管理費及び当期製造費用に 

含まれる研究開発費 234,103千円

※２ 一般管理費及び当期製造費用に 

含まれる研究開発費 291,622千円

――― ※３ 主要株主株式短期売買利益返還益 

 金融商品取引法第164条第1項の規定に基づき、主要株

主が当社株式の短期売買により得た利益に対して返還請

求を行ったものであります。

(株主資本等変動計算書関係)

株式の種類 前事業年度末 増加 減少 当事業年度末

普通株式(株) 12,154,000 ─ ─ 12,154,000

株式の種類 前事業年度末 増加 減少 当事業年度末

普通株式(株) 455,454 1,133 115 456,472
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３ 新株予約権等に関する事項 
   該当事項はありません。 

  

４ 配当に関する事項 

(1) 配当金支払額 

 
  

(2) 基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの 

 
  

  

当事業年度（自 平成20年４月１日 至 平成21年３月31日） 

１ 発行済株式に関する事項 

 
  
２ 自己株式に関する事項 

   
（変動事由の概要） 
 増加数の主な内訳は、次の通りであります。 
  単元未満株式の買取による増加        1,714株 

  
 減少数の主な内訳は、次の通りであります。 
  売出しによる自己株式の処分による減少  250,000株 
  単元未満株式の買増請求による減少       235株 

  

３ 新株予約権等に関する事項 
   該当事項はありません。 

  

４ 配当に関する事項 

(1) 配当金支払額 

 
  

(2) 基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの 

 
  

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成19年5月22日 
取締役会

普通株式 421,147 36 平成19年3月31日 平成19年6月29日

平成19年11月20日 
取締役会

普通株式 204,718 17.50 平成19年9月30日 平成19年12月10日

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成20年５月14日 
取締役会

普通株式
繰越利益
剰余金

403,564 34.50 平成20年3月31日 平成20年6月27日

株式の種類 前事業年度末 増加 減少 当事業年度末

普通株式(株) 12,154,000 ─ ─ 12,154,000

株式の種類 前事業年度末 増加 減少 当事業年度末

普通株式(株) 456,472 1,714 250,235 207,951

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成20年5月14日 
取締役会

普通株式 403,564 34.50 平成20年3月31日 平成20年6月27日

平成20年10月28日 
取締役会

普通株式 304,116 26 平成20年9月30日 平成20年12月10日

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成21年５月14日 
取締役会

普通株式
繰越利益
剰余金

453,949 38 平成21年3月31日 平成21年6月26日
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(注) 当該株式の減損処理にあたっては、時価が取得原価に比べて30％以上下落した場合に、回復する見込みのない

ほど著しい下落があったものとみなして、減損処理を適用することとしております。 

  

 
  

 
  

(キャッシュ・フロー計算書関係)

前事業年度
(自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日)

当事業年度
(自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日)

※１ 現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に  

 掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 5,279,310千円

預入期間が３ヵ月を超える 
定期預金

△900,000千円

現金及び現金同等物 4,379,310千円

※１ 現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に  

 掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 6,625,788千円

預入期間が３ヵ月を超える 
定期預金

△1,100,000千円

現金及び現金同等物 5,525,788千円

２ 重要な非資金取引の内容 

   該当事項はありません。

２ 重要な非資金取引の内容 

   同左

(リース取引関係)

前事業年度
(自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日)

当事業年度
(自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日)

 オペレーティングリース取引  

 未経過リース料

1年以内 2,225千円

１年超 6,860千円

合計 9,086千円

 オペレーティングリース取引   

 未経過リース料

1年以内 3,357千円

１年超 8,317千円

合計 11,675千円

(有価証券関係)
前事業年度(自 平成19年４月１日 至 平成20年３月31日)

(1) その他有価証券で時価のあるもの

区分 種類
取得原価
(千円)

貸借対照表計上額
(千円)

差額 
(千円)

貸借対照表計上額が 
取得原価を超えるもの

(1) 株式 547,171 2,370,141 1,822,969

(2) 債券 ─ ─ ─

(3) その他 ─ ─ ─

小計 547,171 2,370,141 1,822,969

貸借対照表計上額が取
得原価を超えないもの

(1) 株式 ─ ─ ─

(2) 債券 ─ ─ ─

(3) その他 ─ ─ ─

小計 ─ ─ ─

合計 547,171 2,370,141 1,822,969

(2) 当事業年度中に売却したその他有価証券

売却額(千円) 売却益の合計額(千円) 売却損の合計額(千円)

42,645 26,339 ─

(3) 時価評価されていない主な有価証券
区分 貸借対照表計上額(千円)

その他有価証券

非上場株式 1,645
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(注) 当該株式の減損処理にあたっては、時価が取得原価に比べて30％以上下落した場合に、回復する見込みのない

ほど著しい下落があったものとみなして、減損処理を適用することとしております。 

  

該当事項はありません。 

  

 
  

 
  

 
  

当事業年度(自 平成20年４月１日 至 平成21年３月31日)

(1) その他有価証券で時価のあるもの

区分 種類
取得原価
(千円)

貸借対照表計上額
(千円)

差額 
(千円)

貸借対照表計上額が 
取得原価を超えるもの

(1) 株式 499,614 1,578,705 1,079,091

(2) 債券 ─ ─ ─

(3) その他 ─ ─ ─

小計 499,614 1,578,705 1,079,091

貸借対照表計上額が取
得原価を超えないもの

(1) 株式 47,557 37,556 △10,001

(2) 債券 ─ ─ ─

(3) その他 ─ ─ ─

小計 47,557 37,556 △10,001

合計 547,171 1,616,262 1,069,090

(2) 当事業年度中に売却したその他有価証券

(3) 時価評価されていない主な有価証券
区分 貸借対照表計上額(千円)

その他有価証券

非上場株式 1,645

(デリバティブ取引関係)

前事業年度
(自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日)

当事業年度
(自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日)

デリバティブ取引を全く行なっておりませんので該当事

項はありません。

同左 

 

(持分法投資損益等)

前事業年度
(自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日)

当事業年度
(自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日)

関連会社がありませんので、該当事項はありません。 同左
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(注) 取引金額については、消費税等を含んでおらず、期末残高には消費税等が含まれております。 
  

 製品の販売については、同社からの注文により納品し、価格等については、売買契約書において 
決めております。 
  

該当事項はありません。 
  

該当事項はありません。 
  

該当事項はありません。 

  

  
１ 関連当事者との取引 
  
(1) 財務諸表提出会社の親会社及び主要株主(会社等に限る)等 

 
取引条件及び取引条件の決定方針等 

 製品の販売については、同社からの注文により納品し、価格等については、売買契約書において  
決めております。 

  

(2) 財務諸表提出会社の子会社及び関連会社等 
  該当事項はありません。 

  

(3) 財務諸表提出会社と同一の親会社を持つ会社等及び財務諸表提出会社のその他の関係会社の 
 子会社等 
  該当事項はありません。 
  
(4) 財務諸表提出会社の役員及び個人主要株主(個人の場合に限る)等 
  該当事項はありません。 

  

２ 親会社又は重要な関連会社に関する注記 
(1) 親会社情報 
大正製薬株式会社（東京証券取引所に上場） 
  

(2) 重要な関連会社の要約財務情報 
該当事項はありません。 

  

(関連当事者情報)

前事業年度(自 平成19年４月１日 至 平成20年３月31日)

１ 親会社及び法人主要株主等

属性 会社等の名称 住所
資本金又 
は出資金 
(千円)

事業の内容
又は職業

議決権等の
所有(被所有)
割合(％)

関係内容
取引の内容

取引金額 
(千円)

科目
期末残高
(千円)役員の

兼任等
事業上
の関係

法人 
主要株主

武田薬品工業 
株式会社

大阪市 
中央区

63,540,977
医薬品等の
製造・売買

直接所有
0.04

(直接被所有)
10.42

なし
当社製品の
一手販売

医薬品等の 
販売

8,407,039 売掛金 3,927,624

取引条件及び取引条件の決定方針等

２ 役員及び個人主要株主等

３ 子会社等

４ 兄弟会社等

当事業年度(自 平成20年４月１日 至 平成21年３月31日)

種類
会社等の名称 
又は氏名

所在地
資本金又 
は出資金 
(千円)

事業の内容
又は職業

議決権等の
所有(被所有)
割合(％)

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額 
(千円)

科目
期末残高
(千円)

主要株主
武田薬品工業

株式会社

大阪市 

中央区
63,540,977

医薬品等の 

製造・売買

直接所有
0.04

(直接被所有)
10.20

当社製品の

一手販売

医薬品等の 

販売
8,302,228 売掛金 3,545,216
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(税効果会計関係)
前事業年度 

(平成20年３月31日)
当事業年度 

(平成21年３月31日)

 

１ 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別

の内訳

繰延税金資産

未払事業税 35,608千円

賞与引当金 72,525千円

退職給付引当金 90,450千円

役員退職慰労引当金 93,728千円

投資有価証券評価損 71,770千円

販売促進引当金 27,880千円

その他 2,888千円

繰延税金資産合計 394,851千円

１ 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別

の内訳

繰延税金資産

未払事業税 45,806千円

賞与引当金 73,272千円

役員賞与引当金 28,700千円

退職給付引当金 92,003千円

役員退職慰労引当金 93,319千円

投資有価証券評価損 71,770千円

販売促進引当金 28,290千円

その他 14,309千円

繰延税金資産合計 447,472千円

 

繰延税金負債

建物圧縮積立金 △31,276千円

土地圧縮積立金 △701,282千円

有価証券評価差額 △747,417千円

繰延税金負債合計 △1,479,977千円

繰延税金資産純額 △1,085,125千円

繰延税金負債

建物圧縮積立金 △29,806千円

土地圧縮積立金 △701,282千円

有価証券評価差額 △438,327千円

繰延税金負債合計 △1,169,415千円

繰延税金資産純額 △721,943千円

 

２ 法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担

率との差異の原因となった主な項目別の内訳

 法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担

率との間の差異が法定実効税率の百分の五以下である

ため注記を省略しております。

２ 法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担

率との差異の原因となった主な項目別の内訳

法定実効税率 41.0％

（調整）

交際費等永久に損金に算入されない項目 0.4％

受取配当金等永久に益金に算入されない項目 △0.6％

住民税均等割等 0.3％

試験研究費特別控除 △1.4％

その他 △1.5％

税効果会計適用後の法人税等の負担率 38.2％

(退職給付関係)

前事業年度
(自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日)

当事業年度
(自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日)

１ 採用している退職給付制度の概要

  当社は、退職金規程に基づく退職一時金制度を採用

しております。

１ 採用している退職給付制度の概要

  当社は、退職金規程に基づく退職一時金制度を採用

しております。

２ 退職給付債務に関する事項

退職給付債務 220,610千円

退職給付引当金 220,610千円

２ 退職給付債務に関する事項

退職給付債務 224,399千円

退職給付引当金 224,399千円

３ 退職給付費用に関する事項

退職給付費用 34,501千円

３ 退職給付費用に関する事項

退職給付費用 27,859千円

４ 退職給付債務の計算基礎

  簡便法のうち、退職給付に係る期末自己都合要支給

額を退職給付債務とする方法を採用しております。

４ 退職給付債務の計算基礎

  簡便法のうち、退職給付に係る期末自己都合要支給

額を退職給付債務とする方法を採用しております。
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(注) 算定上の基礎 

１ １株当たり純資産額 

 
  

２ １株当たり当期純利益金額 

 
  

該当事項はありません。 

(ストック・オプション等関係)

前事業年度
(自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日)

当事業年度
(自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日)

該当事項はありません。 同左

(企業結合等関係)

前事業年度
(自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日)

当事業年度
(自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日)

該当事項はありません。 同左

(１株当たり情報)

前事業年度
(自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日)

当事業年度
(自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日)

 

１株当たり純資産額 1,362円92銭 １株当たり純資産額 1,386円27銭
 

１株当たり当期純利益金額 93円94銭 １株当たり当期純利益金額 117円72銭

 なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につ

いては、潜在株式がないため記載しておりません。

 なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につ

いては、潜在株式がないため記載しておりません。

前事業年度
(平成20年３月31日)

当事業年度 
(平成21年３月31日)

貸借対照表の純資産の部の合計額(千円) 15,942,833 16,560,500

普通株式に係る純資産額(千円) 15,942,833 16,560,500

普通株式の発行済株式数(千株) 12,154 12,154

普通株式の自己株式数(千株) 456 207

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通
株式の数(千株)

11,697 11,946

前事業年度
(自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日)

当事業年度
(自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日)

当期純利益(千円) 1,098,883 1,379,374

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式に係る当期純利益(千円) 1,098,883 1,379,374

普通株式の期中平均株式数(千株) 11,698 11,717

(重要な後発事象)
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該当事項はありません。 

  

 
  

  

5. その他

(1) 役員の異動

(2) 製品別売上高内訳

前事業年度 
(自 平成19年４月１日 
 至 平成20年３月31日) 

 

当事業年度  
(自 平成20年４月１日  
 至 平成21年３月31日)  

 

増 減

製 品 名 金額（千円） 構成比 金額（千円） 構成比 金額（千円） 増減率

新ビオフェルミンＳ 4,993,261 58.1 4,814,503 56.4 △178,757 △3.6

ビオフェルミン止瀉薬 131,777 1.5 125,997 1.5 △5,779 △4.4

ビオフェルミン下痢止め 134,146 1.6 141,545 1.6 7,398 5.5

ビオフェルミン健胃消化薬錠 50,983 0.6 47,828 0.6 △3,154 △6.2

ビオフェルミンＶＣ 95,447 1.1 89,204 1.0 △6,242 △6.5

ビオフェルミン便秘薬 54,939 0.6 23,947 0.3 △30,992 △56.4

ビオフェルミンＲ 994,493 11.5 954,688 11.2 △39,804 △4.0

ビオフェルミン 1,307,459 15.2 1,306,382 15.3 △1,077 △0.1

ビオフェルミン錠剤 607,029 7.1 777,339 9.1 170,310 28.1

ビオスミン 24,223 0.3 22,615 0.2 △1,607 △6.6

食品原料 163,017 1.9 211,613 2.5 48,595 29.8

その他 43,202 0.5 23,446 0.3 △19,756 △45.7

合計 8,599,980 100.0 8,539,113 100.0 △60,867 △0.7

（うち輸出） (337,315) (3.9) (389,041) (4.6) (51,725) (15.3)
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